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テキストにあるアクティビティの順番どおりに練習問題をこなしていただければ、リ

スニング力や復唱力が徐々についていくはずですが、実際に教えていらっしゃる学習者

にとって本テキストが内容的に難しかったり、語彙力が十分でないと思われる場合には、

次のような補助となるハンドアウト（いずれもワードファイルなのでコピーおよび編集

可能）を用意していますので、必要に応じてお使いいただき、本書をより効果的にご活

用いだければ幸いです。

① Quick Response Files

② Sight Translation Files

①の Quick Response とは「すばやく英単語を覚えるため」の練習です。まずは、リス

トにある語句についてクラス全体で日本語の意味を確認しつつ、教師のあとについて英

語で発音する練習を行います。その後、ファイルの右側の英語を手で隠し、左の日本語

を見てそれに対応する英語がすぐに口で言えるように練習します。時間に余裕のある場

合には、左手で左側の日本語を隠して、右の英語を見てすぐに日本語で言えるように練

習します。

これらの練習は個人練習から始めて、時間があればペアを組ませ問題を出し合うよう

にさせると活気づいた教室活動が展

開できます。出題するときには上か

らやったら、次は下から上へとやり、

それが済んだらランダムにやるとい

うように、変化を持たせてやるとよ

いでしょう。

ファイルには日本語がすでに記入

されていますが、時間に余裕があれ

ば学習者には英語だけ示してその日

本語訳を書かせ、自分で Quick

Response File を完成させることも

できます。



②の Sight Translation とは「sight（見ながら）translation（訳す）」練習です。多く

の英語学習者は英文を読む時、主語を訳してから文の後ろへ行き、そこから訳し上げる

「返り読み」の癖がついていますが、そうではなく、英文を頭から読みながら、返り読

みすることなく、意味の切れ目ごとに前から日本語に訳していく（あるいは意味を取っ

ていく）練習方法です。これによって「直読直解」の要領がつかめるようになります。

ファイルの左側には意味のまとまりごとに、ひと目で見える長さに区切られた英文

（チャンク）が並んでいて、右にはそれぞれのチャンクに相当する日本語訳が書かれて

います。右手で日本語訳を隠して、チャンクごとに英文を日本語に訳していく練習をし

ます。声に出して訳してもけっこうですし、声に出さず頭の中で意味を考えるようにし

てもけっこうです。ひと目で英文の固まりを見てその意味をすぐに日本語にすることが

重要です。慣れてきたら、逆に日本語からすぐに英語に変換する練習を行うとよいでし

ょう。この練習も上記の Quick Response の練習の時と同様、ペアで問題を出し合う活

動をさせるとより効果的です。

Sight Translation は目で英文を見て瞬間的にその意味を言う練習ですが、チャンクご

とにポーズで区切られた音声（教師用 CD に収録予定）を再生して、その意味を言わせ

る（あるいは頭の中で言わせる・考えさせる）というような「区切り聞き」の活動も効

果的です。これによって、聞こえ

てきた英文を頭から理解しよう

とする態度が養われます。

ファイルには日本語訳がすで

に記入されていますが、時間に余

裕があれば学習者には英語だけ

示してその日本語訳を書かせ、自

分でSight Translation Fileを完成

させることもできます。


